シューマンの歌曲集「リーダークライス」Op.24（3）―歌手とピアニストの為の演奏と解釈― by 野々垣 文成



















































29 小節“spotet	euch”（親方、急いで）の 3連音符は言葉の強調である。この第 4曲の主
人公以外の登場人物の大きなカギを持っている言葉といえる。音楽の調性は第 7小節まで
はホ短調で書かれているがそれ以降の第 8小節から第 12 小節までは半音下げて変ホ短調
に転調させている。歌詞の内容としては“悪者の大工が住み”と 2番においても同様に第
29 小節から第 32 小節まで“親方（棺桶大工）はやく作ってくれ”と棺桶大工の性格表現








中に安定性を表出している。第 10 小節からと第 30 小節からは左パートが出現してくるが
この左手は転調ヘの安定感、主人公以外の登場人物の存在感の強調であろう。第 13 小節
からと 2番の第 33 小節からは前述しているように元の調性に戻っている。第 14 小節と第
34 小節のド音（〇印）は音楽の流れに沿うと歌手はドのフラットの方が歌いやすいであ
ろう。このド音は若者の死に対する期待感を表す特徴的な音となっているのでくれぐれも












名となっている。この“リーダークライス作品 24”全 9 曲中最も規模の大きい大作であ
る。又、シューマン歌曲の中においても大規模な歌曲にあげられよう。終曲第 9曲も規模
の大きな歌曲にあげられる。全 9曲中の中では物語の一連の流れの中においても最も独立





のが例としてあげられる。作品 48「詩人の恋」も作品 24 同様にHeine（ハイネ）の詩で




かしあえて提示するのであるのなら 4分の 3拍子であるが 1小節を 1拍に取り音楽の流れ





























かけたり強めの声で歌って曲想を壊してはならない。第 16,18 小節にかかっている ritard.
は若者の吹っ切れない想いを表現している。第 14 小節までの冷静さに対しての本音であ
る。音楽的にはシューマニズムの表れである。しかし音楽は常に情熱的である。第 2節の
A部分は第 33 小節目のピアノパートと第 38 小節の第 3拍目の音の違いが見受けられる
がその他は全く一緒である。この 2つの違いは次節の B部分に入る為のきっかけであろ
う。歌詞の内容としては“さようなら、愛しい人の足跡のある神聖な場所よ !　はじめて
僕がいとしい君にあった場所よ、さようなら”と歌っている。第 39 小節から Bの部分に
入る。この B部分は 14 小節のみの短い部分である。しかも歌声部は 10 小節であるがか






rascher（前より速く）は第 48 小節の ritard. が掛かるまで目に見えた速さで演奏するべ








歌っている。第 3節は 53 小節からであるが最後の“君の息吹の通うところで”の部分が



















は同じであるが）歌声部は 3つの部分に分けられよう。前述した部分が第 1の部分第 75
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　声楽の分野では演奏が全てである。その演奏の助けとして歌手とピアニストの
為の演奏法の解釈、分析が必要であり重要となってくる。現在、声楽の分野では
そのような文献がまだ不十分である。特にその中でもドイツ歌曲の分野では世界
で最も優れている詩人の作品に才能ある作曲家が曲をつけていることでも知られ
ている。筆者自身ドイツ歌曲専門の歌手であるため、ドイツ語圏の最高の芸術作
品であるドイツ歌曲の演奏法と解釈に注目している。
